
まちづくりという
まちの造り方への
分野外からの想い

令和３年１１月６日
ノートルダム清心女子大学
名古屋大学ほか
深谷信介
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マーケティング｜ノートルダム清心女子大学
(戦略論・デザイン学・地域研究）
併任）
イノベーション｜名古屋大学未来社会創造機構OI推進室
移動デザイン ｜名古屋大学未来社会創造機構モビリティ社会研究所

都市デザイン ｜東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻都市デザイン研究室

企業人 ＞＞教育研究者2021.4
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ム清心女子大学

学未来社会創造機構OI推進室
学未来社会創造機構モビリティ社

大学院工学系研究科都市工学専

教育研.4

次世代モビリティ・
ビジネスモデル開発
超小型モビリティ実証
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まち周りでの
関わり

公共施設リノベーション
古民家リノベーション
コンパクトデリ･トヤマ
禾と恵に咲くお宿・まつ

スマートグリッド
スマートシティ
X

地方創生
シティマネージャー
桜川市・つくばみらい市・日野町・琴浦町

行政アドバイザー
総務省地域力創造アドバイザー
観光庁第2のふるさとづくりPT有識者会議委員
富山市政策参与
千葉県地方創生戦略策定推進会議委員
神奈川県相模原市緑区市民会議委員
神奈川県茅ヶ崎市景観まちづくり審議会委員

街区開発
生涯活躍のまち
中心市街地再開発

地域ビジネス活性化
商品サービス開発
観光活性化
企業コンサルティング
事業コンサルティング
移住・関係人口創出

人流解析
琴浦町・宇治市
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イメージしてみてください
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だれも、いない。

1
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価値も
構造化できる

17

構想と実施プロセス_コアアイデアという軸と拡張

ブランドも
もちろん
構造化
可能

いわんや
都市をや

18

ブランド
価値構造
ことばに込め
体系化する

情緒価値

機能価値

社会価値

事実
特徴
属性

ブランド
エッセンス

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z 
………

構 造 化
価 値 の 連 鎖
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都市という俯瞰と細部

生態系
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都市という俯瞰と細部
生態系
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地形
歴史文化
地名

都市デザイン
共通＜特殊解。



デザイン。
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デザイン。
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C
地

社会基盤

生活基盤

空間

Infrastructure
platform

Activity

自然（既知）

自然（既未知）

自然（未知）

社会

26

政治・経済・文化



ロンテン。

暮らしをまんなかに、人間中心を遥かに超えて。
・社会＞自然＞宇宙的視座、半径数キロの日々の暮らし視点。
・暮らしの価値へ ＿基盤＞価値

専門家のチカラ
市民協働には限界がある

今ここすぐでは、市場・時代・生活者への忖度に＝マーケタビリティ
フィロソフィー・ビジョンばかりでは遠くかすみがち。では？

専門家とは誰か？
建築・土木・都市計画・ランドスケープ・コミュニティデザイン・・・
シティマネージャー／PM・・・

概念こそ精緻な構造化を、価値の連鎖を
軸線と拡張性とを持ち合わせるコアアイデアの有用性
価値を見出し（概念）構造化する（理解と共感）
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全体最適無くして部分最適なし＿俯瞰力細部力
局所的ワークは機能するか
計画は不要か？ 耐久性は価値か？
連携・融合・統合に新たなスキルは？

バックキャスティングか？共通項か？
VUCAの時代
人類史総体のチカラ
特殊解への共通概念定義
→デュアルキャスティング（フォーキャスティング寄り）では
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ロンテン。5



コマーシャルw

未来につなげる地方創生 日本トコトコッ コンパクトシティのアーバニズム

ご 静 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た

どうしたら思想が生命を持ち、育つのであろうか？
A Raymond

『私と日本建築』82頁


